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本誌第メ号lこJfi守＆された .l.，ドー f ス．エヴ 7ン

リツチヤ一ド車M，大森元古.J星日辺監訳『アフリカの伝統

的政治体系』 （みすず書房刊行〉に関する長島信弘氏の

「書評Jにつき翻訳当事者としての立場からこの紙加を

いりで若1：のり、i！.を述べることをJ：詳し!Hiいこ.＇，ィコれ

われがこの{1！仁どを敢えてJ；くうひとなったの.ti 1 Lて

次の理由による。 '.fllに，「待｝f.Jの内’存はこのアフ 1)

カの伝統的政治組織に問する1fi'典的著作に問してJ千台が

,_y:門的立問か FパiJi究史上の：1cn~：けや評価をト勺竺 H iこ

l勾けられず、 1》白！£らj七同雨IJ.υぷt：、＂）「誤沢 jを!i;I¥ 1・ る

ことだ、けtご終 i,f,LてU、る二ど B ：；ヘ＇2に，「:;r：.】
評1号；土「誤沢｜をJli主的に指J淘ナる」}J，彼自身のft:，戎

した独自の指数方式によって本手？の誤，＼／（泣を「；世話：」し

ていることの；：：1に，したがサ（.侭も知t,. .：：十 自， .~1r· 
がこの「fl,i( ! t,，読むとく仁九ρ、iに；Rは/Jj自（＇十111;：にう

という印象をえ’けかねないこと o 礼H に、しいし， 「，＇｝

”干」にm摘された個l去をその後色々検J.Jして！lた給見；，

たしかにくm摘の通り間違っていた〉とかくそのカがよ

リ適切だった） ！：認めることの三三る部分も，＇.；、 j ；－＿β， 

同時にまたえ仕ずしも誤訳／ニ引か／～、きれたーう 1，しく

はくかえって本舎の表現の方がいい〉と思われる部分が

あること。第 5に，したがって，当事官であるわれわれ

としては， 「：引干」で指摘きれた｛凶所を各1'.1十分に再検

)tし，その付！lH五当に誤訳とJ.8,h（，れるもわは；＼ti,'Jここ

れを訂正してしかるべき処包をとい，また，，；宍7ぷっつi断

について意見のあるときは率直にこれを表明して評者と

われわれがともに納得のゆく問題解決をはかるとどが何

より大切だと.＇＼えたこと，でふるわ

である。長島氏の定義によると，「誤訳指数」とは，「統

＇：学 1/J：こ厳密な；則tでtcv、」が，特定〆：ージ数に「；たま

れi'i手品訳数のJ忙どが三ある」と ／） ことであるから，こ

れはy泊，v＜内界i よアI、さ ：； いがこの位はl~Jl曇っているはず

だ〉と V、うに等しし、。評者の批判に真訟に耳を傾けよう

とするわれわれにとって，これほど困惑させられる批判

,ti,:'・ 

しトし，いまわれわれがなすべさことは， 「書評lヨ

批評することではなくて， 「書評」の中に指摘された限

IJの「誤沢」に関し翻訳当事者として立見を述べること

なのであるから，以下｜｜僚を追って貝体的に書いてゆく竺

lにし仁う。

三川、11nこ本書｝l¥/'.,..::Iりする若干fJji)｛・：を：述べるならiよ

Afriζan l'olitical Systems邦訳の依頼を受けたとき，

われわれは，それがアフリカの伝統的政治組織に関ずる

,i，リl¥,':cJ11；，究書でふ；；二しでも，そゲ）i'JJ；＇.；土もっぱら：’ I>.:,

＼十i•うと.，包分析に PH:·'J して1ρるため l：二立たところ， nu、

J しよけに多少二σjl止を崎む気持が点〉 .，！：＿：：；＿ とは否め ：＇.：•， 、

」Jf.;tJである。もちろん，アフリカ研究にたずさわるわれ

われは，この著名な論文集にかねてより深い関心を寄せ，

, 1;: v）政治組／1：二；Iする叙述を藤守，＿；1用すること主；；

・.＇このであるが. f.J といってもこし＇） .4；、はイギリス：Iと

人類学の代表的著作の一つであり，したがってその翻訳

はやはり人狐学者，それも政治人類学者の手で翻訳され

y、のが本筋だと脅えていセからである3 しかし，そのド円

い].I.＇，＇，二／＂；えたことは可す：か不幸か，わが凶ではアフ II ', 

,_!/l"J,:1に類学者レワ，，：吋：必ずしも多〈九：く，従来その［ムドL

的社会についてほとんどカバーされていない地域が少な

くなかったため，われわれがアフリカ地域研究者として

いらの ）'j法論をiiM，芯L、拡大する上にこの別個またはi！「

j)n disciplineの！i.if：：じ IJ¥t果を屡々u分1・1身で吸収せ心

ばならなかったよ二と，したがって， もしわれわれが当”え

disciplineの専門家の助言と協力を得られるならば，こ

れを機会に AfricanPolitical Systemsを邦訳し，それ

そ京ljとして研次会ご汁治するのもiiとして無意味なご L

三l土fド肖ろう， -~ ＇.、らことだった O 7)るくて，出版社うけ＼

日会い要簡を受けたわれわれは，本舎の 8論文をそれぞれ

の地域研究者に分担翻訳して貰うにしても，その際，し

1 ござ人類学者に）：￥，＇.・；の専門的検討を依頼し，また、

それにして主，われわれがこの「＇ i!tll'、むに之、jして吉見 むさjLi：！＂，本書 Lワ中で !1H論的に最も ，T£要な部分であ己

を述べるら，；＇；，よ， 1・常に遺憾に弘行ことは，訟指υ川、bゆ ｜！司令」の翻訳もその人；こ一任す三）ということを必酒の

る「誤訳指数」によって定量化されたものが具体的事例 条件としたのである。かくて幾人かの候補者の中から当

を全く示していないため反論しようにもしようがない点 ll寺の諸条件の下で最も適任な人として人類学者の大森元
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irが｜会耳、H干に浸ばれることになった「

たお， j七日語；l;ll~ j守の-tR.''\T'部分の IYJ示がない／~について

は， ［あとがきjJう1もろ少u見LJ)f二主力、JLiLi-f.J::／〕ゐつ？

J.,jl] －、一，じ、－－，に V ,J,, 

F亡、 こil.t ，）「.1：，」1・1:・ j行j?;J:5.h fこじ渋沢J,}(I j｝，こ

っレ亡ξめるが，前にも述べたj泊り，二二でji:J¥'Ll；こす.，：， cl) 

｛土t九ろん11hful：；こ二l＇ントカ： ,j;~古人れたものだけに；；n

c,h, r誤，；J~j日数 j 三日立定！された J,c1,;.t；ヤ

い。 fi'.n~· （土 i人fr子力同；主 ;i ，て L 、t;.¥ 、A‘：，Qf,止を日＼仁＂， ；二

も述〆 （（， JctιL、し ,t ；＇：＿，述ペイ】＇×三ごも／ ;_ L、とI/:Jうち‘

「＂ん。それに、 "lt1，ーのJJJ象でi士、 ifす？がi七，1,l,(!'JJfi大な,i'

11／（と i＼えたもの（それが本、＇ Hこそうでふ ιj三かどう ；！，・，；二

J 入、てはn下i茎.，立見を：主ベる〉はたい；あの刊1::i:11I・.，こと

りあげ人れていたと,f,ll、われ心〉つ、l,,.1 ，，ιこし町立；ん tr 
,ii' Iの，：l ·c, 九九0~対数 j ℃「1i/1t さjtjニfニ（t'J ！，♂－，； i 

λ－什1・1.q・のm：か「J1,Lても！七岐（J'.Jifi｝；；ごな、、，i".l，／と－，＂；え「 j

i lてL、／みこらしL、と-lliiil!Jされ弓三と， t fこ， t，ν勺 I,J当）＇.Hi

f(J ：と；士、 J干討に：、 2 ，て 1/\Ji主いと 1_,1なされ f二 1.:,:r~t，治之

,r，に｛nJJ芝もix:；話されて！日てく ζ〉と，そのI江主主だけ－ ,i;!_,,•; I 

lご 1;~入されていたら L ＇－.と； l/JIIJ.¥ ;/L ；~か八ブも tふう J

Eもあ.h,, J.'CIご；千葬礼沢J丹、＇： r,・山、ノJl'rJ；：＇；；＇司； 1）への：C:＇.，／＿＼を

,;i日ljに述，＜て見ナどい、

i土評？？のl!!lltJiではたかろ行か？

（；沢士、

fこしかに‘山tain’や‘ forciable’の日,t三日表現J土交

¥); 0あ；），ま／三‘ thatis regarded as just’のl沢丈は考

三十ぎで， iJ11指摘のiiflI) :;fi]'l iこと〆 JJこちがよかったと巴

1が‘「（、onflict：士ば慌に上、てヤじたものではたく，以

下リ，／）「、百二か「，，；－1;1tしたも円どとる eく主でふる！とのつ d

L ト；二4川、ては，く conflictr土イJ1［：があっただけでは起

,-, tr・. 、二とがある） l, L、う ;_i，、担；1:r(論i1'.1;;;-1まからしでもや

;t il泊i!}Lかねるれのがあるの；J/7,自身もはじめはそ；，

,/'.H1 '. ，ドカ：. -0ril: ・ワJlfHiか九ての1菜に訳しjh[した記↑意が

、／）

、f正J見、
;,f i'j・；土‘たとえrf‘回tiricalsr1nction’を「歳諌的；t1;

/¥ L沢Lたのは「やや大げさだ｜と批判されているが

日汗内＿q・rt何と沢，＇： ;jl ろのかげl~ ＇Nが淀去の「路iM!J{Z；」

: -~ 11,えと〉「策下司uと1べii?fを（定，／この；土，；干斤とのil;Fl

F：「7の午 jl;:(i'.J ，γニ1747，＿，ごめと品p,;C~i111riえたい tのいう

:m ,ffr'、
正！11巾 le’；tlji＿に「「•：ド」がい、、、と L 、う話jJj日J向ごあ；：、

t/;, -u土，tf/1＼ーも$－JQ-'.11コにある人）Jf'l一行方、ム1,;1じことをごい

.!,,u－二二とがふるc し／ρL. 1.::}r；土人組学r'fばかりでt,

n Jし「；－，こも，；icみ ＇，），＇. 、ものにしたいという出1:・;t上DHJの

, r,'D i, iハ〉之L，支た，＇ ff1i!'J身木,I}:では回行rii,u、J,iト

勺勺’7 ！； 十支i氾；工で予らどけ〕区けたいとい；， ij;j'卜もふ p

Ir：土しがきq 『7主えが：＼－.r ur !JW) Jこ（＇）ご， ここではに'i;i'tt二げの用認をあえて内＇｛；＇ riワにJ5

<m；活〉 川lJ’こ／；＇111::.・" fこ〔そii>:J'f'f'.T'cどして，；：HtにもrL失礼なこ

‘collabora1ivc research‘を「 it1,,J !Ji泊二よる調介一 とに！，： 'tことすれば派IJ卜ずうが，決しご人数＇？'ffの；；－11.U

I~ キ lrql！：三j ぅ：t -:'ith＼、何でさ：のためー
と；；J（したのは，本ざが「似＇•JIJ 任会のは己述（1'.J{;lf'i\: を 1 ぺ，：，,, 

f長めて， ？可1：カ＇t下i：会；こおL、て）1¥)諭，日］払土予を(Ji久ぜ :I司，；：；，，，：，
1「＇｛i,it.tc明「〉力λ；主すζ〕jち♂）て一ある三とを生f一/l一t土 l・'.}1予：河lしηl J I 

で，なおかつ本,I；がljUよる 1,IS(,.'i(JT／グヤプ；ニ終わ， yて 、｝／ーた｝；

いi.（いことをJf和liするおりでわざわざこヤィ＂）川丸山 iこF 二.le；土 1 ＜ン＞ill! i，‘ いく「〉強調しすぎてもしすぎ

し変えたのであるわそのこどは「あとがき を九一五夜く 〆〉二とはなu、jの.nーで， 不紅に間違いを認める。

託めば理解Lて貰えるだろう。もう少し】JL＜＇.いえば， 入，：.；文2>

この8論文（t，政治的現象を人以＇＇／：＇.／ Jlli.J!Jト.－， j）＇祈L二 l沢丈は｝）；＿ f見不十分だ•／こが，古iJ伶（特に後の：l(D の

いふといり，0:i!Jcでiザjらかに intra-disci1〕linarytr lr；「ゴ己こ とはを叫んで買えはコ dントの様な誤解は生じないと思

あり，また， bj じ il-V.:d,((J現象を多くの担I ＇＃，なじ j也h·~i二つ L 、 ・:-." ,iト（,Cv'J伎段［立「 おもだ戸、た党派を政！（fの他派；に

て分析している土いう，0:はでたしかに〕支出Lヒ絞｛i}f，；こで去、 p'1WliiJJ主に代去三と送ムせる効果カ1 ・云々 Jとすればさ

みと k，そLてこの二つの特徴は広誌の「j七i，〕］（，lfi'¥:'JIf; んににか r》たか〉

j湿のもつIiWIG'J .つに数えられていムことから，平行i1 ；沢文 3)

むしろ立識的にこう，l/W＇，したのであー ，tこc f tt[;,J{1'1f’，t」 これも前i誌の丈苧からコメントの様に読まれることは

をただ「学術調査団の没地調査！とのみ！＂；えて Lまらの ないと店、う。ただし，伎段の訳文は，コ Jント通 I）「そ
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れは E i' ，：百と~ど｛じが兵なれi士

I Iないのとj己］じだj 土汀ff：したし、や

〈訳文 0

沢丈はたしかに夫札トト＇；｝だが，］＼［ f,IJ3 f Jれど r＼士＂ん

めif了1 ！ントの応な1:11匁は与え；：，；！Lt；＿いのごilなA、ろにl

s、コ 1)1J)む＇＞ Xti土「ふる政if，集団；こ1也のM必j,/J社会保

Illよ I）も！モ伎をit｝させるのはこれ！＼二河川五沼 'J; ＇：、

I, ;'Fけl主主しか、たであろう。

＜，沢文 5)

,,!{ j,_；が：・，：ち；jミCある！とい＇） '1 ，ン：、Cいるが、 it,,')

2 i'Tを」i',:1/J rf;:-v ti・の）i'!¥Jiが＇＇1らゐL、こ土方丈IJJ（， か L';_7, 

ソコ

く，g丈6)

l進行し九：L、j；土 i実現しよ心、 Icl）ぷIJ.j；てにか J二：二 ＇士

＂年ti'にト汐中ljるのではあるまい方.-, したが pてこれを

たfこむに1生｛ι治的1込；i誌ととらhる二こ；EなL、と ,f,(_l、.－，

く沢文 7)

「lifr;::i' j；土ゴバ ント，,I(iりややオーベーな夫斗1だ J/= I Hf 

i!¥ll iくムいに，:'f1Fさせて1主いよ二，，、

IIゐ・； l 1/ 

(N_,;e:) 

i十iア 7 ，＿；ガのスーパノイ今＇！ -li］」｛林！、じ w~ 〕

‘Nguni’i土 i.r:.：ノゾJ二」上 I) ＇ングー Jの ｝jtJベ工いと

いう品II指摘だが， j主主fぷ実店主のすとら1こi'iいこ：n、え， や

はり rl 本語九叫にすれば五＋·Jf 訂正、fょゾラフf 守ン•， >c←ノ

の11W1Hこむι〉てこう ｝＜，，"t.＇.した0 ｛な.Lフザン i二：f,'T:';i；；二

‘Nlrnya’＇： ¥ 、う｝也ず：カ：ある治＇， ,,Tヂ；－； tこht;:,I -~·- 

,,;cむだろうか＇ ) 

'Cetshwayり’を iケチュワヨ J としたの；仁志百｝沢cji：恥

I iした P.L. Breutz ！手上（市アブリカ，ベンツ←行i攻

局の1（｛谷γε者）にjおいただした結果それが1EL ＇.ぐされ

た方、c，，むあらし

‘Dingane' i土｜まjア 7 IJ史で人il；ニ!:ii実してL、JJI子びγ：

として「ディンカ守一ン」をとっfこ4

く’）司，1:'i>

‘horneslせd ’l主］ji＿はる i京jでたく，主／三 I/1：吹jで

もおかしいのそ［家b~J としたが，これiよ fij, ，，なi尚一l;IJii. 

六現が見付らない。あるい；よ「京佳数j としたhがとう h

'1cこかも知れなu、c

'subjects’壬‘《lcpcndents’と‘iollowc'rs・ltそれて

h,U¥し分けたwりだが， 54ぺージジJi乏か「， 7 ifil<'l I /'L 

r'i'J i土「r,0:1(;！としたゐがよかョノfことJど、う y

‘chief wife’l士「お 1た人］としとが， もし十； J主j

どL、う ，J-U日方； I、京兄＂，ど片rn；として1主？：してL、るならIfそれ

にi佐νたい「

＇.~＂；立； 1 ;, 

これはとし 7J＇；ニ l疑！！！日、い勺fょL、疑：：：J丈」で，川沿1i0J乙

孔をし たものと芳える。日どは戸 1二を『父I土；士1汗

Jなか，，たと忠われるつなぜな「J j'五は国民f〕父でない

ことがあろうか， Ti t千五ミだけ c'1＇，（ σh士icv 、「｝ごふるl

どしたL、

えI沢τと2/ 

111r卜 ：土t'J伎では王［tしとな

t士L、 三一 lミ，土「 J,o r.とLて I 

}) 7）：よ泊、 Jだと忠、そ，，

；し、；己 tJ汁 ，；！・； と；

三：＇. 1守~，＇＇；を使 J ナ二

n: 2 1:: －、ヂニ，.7ト弓ン；： V心理領における工〉ヲ T7

ト1J；：、の証主iM，且HtdC石井市1

ピJと：1己＼

I I二：／うワト

J、，Iじ；と］11jじi

点、「ンザワト」かにつし、、；元号： 1,f の

! 1］，？｝；九i付と： ；こっ L 、てはコイシトに %~iゐ；士 ti：」

. ';'( :3九l J 、L, ：γ＼v)D1{;f;J:;7J,ci Uf11:1; 

yぐ~；，‘ Citimukulu ’ l士 i卸1MJ1司の，ffi 11 . rっ／ム匂，，

が1Fし〈‘ 九？？；土それを：＇.＇.＋＼ 21＂（で 'itl'市栄＇fl'を入れた

が，ヰ；がで＿＼て見た「、みな「シテ「ム／ 'lー」とな.， ・c 

＼＇，七二 jL:t;;I;J, '., 135ベージわベンベ♂l糊承阿の［？］11！丈

に予llみ入れんれ l三文字を最早訂：if：する時間｜ドJ余祁がな（

て：＇U版社が他もこれに台わせたのだろう c このイょは，｝＇.古

ふ「ペ〉お：；tびしたい。なお，この；mの発音l工，、：｛~＂fin：現

t也さ確めたII良りで；土，，ii’朽のL、う「ヰJ { j, •，’ 1し］は！日j

違いで， 「一子子イムケルー」カ，jEしい

‘iじalo’it「f手いワ lのちカ1よL、と L、j、jしるが，ザ

ンビア大学社会人類学(7〕 Ndu教jをはl沢千千 1'. 1111じく l
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古車［l:, ィリピン，台湾， i / i 「J V，インド，

.1 ・.，－の契約法を大陸法；＇，.： 1,cU，て←十：： ＇分 iJてJt
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分析し，さらに各国の契約法の概嬰Tk.1'J特色を；tべる。
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ので，革命の過程を動態的に描いて中間 ~t命に淋む問題
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